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呼吸器 感染症 におけ るRU28965の 臨床 的検 討

上田良弘 ・大久保滉

関西医科大学附属洛西ニュータウン病院内科

呼吸器感染症 について新 しい半 合成 マクロライ ド系抗生物質RU28965の 臨床的検酎 をお こない,

以下の結果 を得た。

肺炎8例,急 性気管支炎6例,急 性扁桃炎6例,慢 性気管支炎の急性増悪1例,計21例 に本剤 を1

回150mg,1日2回,5日 から14日 間内服 させ た。肺炎8例 中著効1例,有 効7例,急 性気管支炎6

例中有効3例,や や有効3例,急 性扁桃炎6例 中著効1例,有 効5例 で,慢 性 気管支炎の急性 増悪1

例にも有効であった。全体 として,21例 中著効2例,有 効16例,や や有効3例 で,無 効例はな く,茗

効,有 効をあわせ て86%の 有効率であ った。全症例 を通 じて本剤投与 によると考えられた副作 用ある

いは臨床検査値の異常は認められなか った。

RU28965は 最近開発 された半合成マ クロライ ド系抗

生物質で,エ リスロマ イシ ンAの9位 のケ トンを2-メ

トキシーエ トキシーメチルオキシムで置換 した ものであ る。

本剤の特徴 としては胃酸抵抗性 にす ぐれ,吸 収が 良 く

血中濃度の半減期が長い。 また,マ クロライ ド系抗生物

質のなかではもっとも代謝 を受 ける割合が少ない。抗菌

スペクトル,抗 菌力はエ リスロマイシンとほぼ同様であ

り,Legionellaに対 して はエ リス ロマ イシ ン よ りす ぐ

れ1～4),Chlamydiaに対 して は ミノサ イ クリン とほぼ 同

等であると報告 されている。

本剤はこれらの特性によ り,従 来のマ クロライ ド剤よ

り少ない1日 投与量で充分 な治療効果 が期待で き,従 っ

て安全性の向上 も期待で きると考え られる薬剤である。

我々は本剤を各種呼吸器感染症に応 用す る機会 を得た

ので,以 下その成績 を報告す る。

I.対 象ならびに方法

対象症例は各種呼吸器感染症 に罹患 している男性10例,

女性11例の合計21例 であ り,そ の年齢分布は15歳 か ら82

歳までである。肺炎8例,急 性気管支炎6例,急 性扁桃

炎6例,慢 性気管支炎の急性増悪1例,計21例 に本剤 を

投与 した。投与方法 は全例1回150mg,1日 量300mg

投与とし,1日2回 食前に内服 させた。投与期 間は5日

から14日間である。 これ らの患者 について本剤 の臨床効

果および安全性 を検討 した。

II.成 績

臨床効果 としては,21例 中著効2例,有 効16例,や や

有効3例 であ り,著 効,有 効 をあわせて85.7%の 有効率

であった。各疾患別 にみる と,肺 炎8例 中著効1例,有

効7例(有 効率100%),急 性 気管支炎6例 中有効3例,

やや有効3例(有 効率50%),急 性扁桃炎6例 中著効1例,

有効5例(有 効率100%),慢 性気管支炎の急性増悪1例

も有効 であった(Table1,2)。 起 炎菌 を証明で きたの

は急性 扁桃炎の1例(S. pyogenes)と 慢性気管支 炎の急性

増悪 の1例(S. pneumoniae)の みであ ったが,こ れらはい

ずれ も除菌 された。

III.副 作 用

今回の臨床検討において副作用 と考 えられる症状 は全

く認 められず,ま た,投 与前後における臨床検 査値の異

常 も,調 べ得た範囲にお いては1例 に も認め られなか っ

た。症例2のGPT値 が本剤投 与後軽度上昇 してい るの

は基礎疾患の肝障害によるもの と考 えられた(Table3)。

IV.考 察

マ クロライ ド系抗生物 質の使用は減少傾向にある もの

の,な お単純性呼吸器感染症には第一選択剤 として頻用

されてい る。今回開発 されたRU28965は 胃酸抵抗性 に

す ぐれ,吸 収が良 く半減期 も長 く,同 系の薬剤に比 して

代謝を受 ける割合が少ないとされている。

我 々の検討 において も,各 種呼吸器感染症21例 中著効

2例,有 効16例,や や有効3例,無 効 な しで,有 効率

85.7%の 結果 を得た。特 に急性肺炎,急 性扁桃炎におい

ては全例有効であ ったことは特筆に値す る。起炎菌が判

明 した症例 は2例 と非常 に少 なか ったが,共 に除菌 され

ていた。 やや有効 と判定 された3例 はいずれ も急性気管

支炎で,も ともと発熱 その他の症状 が軽 く,薬 剤効果 の

判定が やや困難であ った症例である。

全症例 において副作用,臨 床検査値 の異常 も認め られ

ず,本 薬剤の安全性 も追認で きた。

本剤 はグラム陽性 菌等 による急性 呼吸器感染症に対す
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Table I Clinical results of cases treated with RU 28965
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Table 2 Clinical effect of RU 28965 classified by diagnosis

Table 3 Laboratory findings before and after treatment with RU 28965

B: Befor treatment  A: After treatment
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る第一選択の抗生物質 として期待 し得る と考 えられた。
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RU 28965 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

YOSHIHIRO UEDA and HIROSHI OKU130 

Rakusai New Town Hospital, Kansai Medical I niversity

RU 28965, a new macrolide, was examined for its clinical usefulness in respiratory tract infections. 

RU 28965 was administered to 21 patients : 8 with pneumonia, 6 with acute bronchitis, 6 with acute tonsillitis and I

with chronic bronchitis, at a dose of 300 mg b.i.d. for 5--14 days. 

Clinical efficacy was assessed as good in all cases of bacterial pneumonia, acute tonsillitis and chronic bronchitis, and 

in 3 of the 6 cases of acute bronchitis. Neither side-effects nor abnormal laboratory data attributable to the RU 28965 

therapy were observed.


